
三越伊勢丹ビジネス・サポート支部

2024年度 中間報告
労使通年協議はメンバーのみなさんから意見をいただきながら進めています。

皆さん必ずVOICE動画を視聴いただき、
全メンバー対象のアンケートに回答をお願いします。

11月14日㈭にVOICE動画を労働組合HPにて
公開します。就業時間外にご確認下さい。

三越伊勢丹グループ労働組合

○ 組合員は、VOICE動画を必ずご覧ください。
※動画を見ながら資料もご確認下さい。

組合HP
VOICE動画を労働組合HPにてご覧ください

組合HP内の三越伊勢丹ビジネス・サポートのページよりご確認ください
組合HP（http://www.imgu.or.jp/）＝QRコードはこちら
ログインID：各人の個人コード10桁（企業コード２ケタ（im）＋社員コード８ケタ）
パスワード：生年月日（８ケタ入力 例）19820830）

スマートフォンでQRコードを読み取ってもアンケート回答可能です
※アンケート内の所属の記入部分で同じ所属でも分割してある場所がありますが、集計の都合ですので、ご了承下さい。

２．動画視聴後、全メンバー対象アンケートの回答をお願いします
･ 記名式です（質問の回答要望がありましたら返信します）

･ 回答期間は 11月27日(水)を予定
動画ページに添付してある下記のURLをクリックし回答してください↓）

URL：https://forms.office.com/r/y6HFafLddP

１．動画でのVOICEへの参加
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<１>三越伊勢丹グループ（連結） 第1四半期業績（４月～６月）

Ⅱ．三越伊勢丹グループの動向 報告事項

実績 前年差 前年比
2024年度
通期予測

総額売上高 317,929 40,929 114.5% 1,320,000

売上高 129,694 11,014 109.3% 556,000

売上総利益 80,499 9,827 113.9% 343,000

販管費 61,631 ▲385 99.4% 271,000

営業利益 18,868 10,213 218.0% 72,000

純利益 13,702 6,896 201.3% 58,000

２）三越伊勢丹・国内グループ百貨店別 業績 （単位：百万円）

（単位：百万円）

１）三越伊勢丹グループ業績

総額売上高 売上高前年差 営業利益 営業利益前年差

㈱三越伊勢丹 188,740 30,390 13,936 6,853

伊勢丹新宿本店 102,079 17,886

三越日本橋本店 39,776 4,977

三越銀座店 30,405 7,866

伊勢丹立川店 7,720 132

伊勢丹浦和店 8,757 ▲472

㈱札幌丸井三越 14,188 615 144 391

㈱函館丸井今井 1,409 45 4 ▲２

㈱仙台三越 6,210 ▲314 ▲104 24

㈱名古屋三越 15,210 698 464 570

㈱静岡伊勢丹 3,627 ▲190 ▲2 28

㈱新潟三越伊勢丹 8,099 ▲264 ▲29 ▲58

㈱広島三越 2,277 ▲325 ▲116 88

㈱高松三越 5,355 343 60 33

㈱松山三越 1,082 ▲87 ▲96 13

㈱岩田屋三越 33,167 5,980 1,718 937

㈱エムアイカード 8,788 397 2,239 1,042

㈱三越伊勢丹ｼｽﾃﾑ・ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 3,087 ▲118 80 ▲89

㈱三越伊勢丹ﾋｭｰﾏﾝｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 977 165 ▲45 ▲22

㈱三越伊勢丹ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ･ﾃﾞｻﾞｲﾝ 4,889 1,451 ▲14 170

㈱三越伊勢丹ﾆｯｺｳﾄﾗﾍﾞﾙ 2,192 985 132 159

㈱三越伊勢丹ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｻﾎﾟｰﾄ 4,579 ▲159 75 ▲9
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<１>2024年4月～2024年8月業績

Ⅲ．IMBSの動向

実績 予算比 前年比 前年差

①売上高（②＋③+④） 9,337 93.6% 97.4% ▲249

②店舗業務部 3,423

③センター業務部 4,951

④第３業務担当(ソリューション) 963

⑤売上原価 9,102 93.3% 96.9% ▲293

⑥売上総利益（①-⑤） 235 103.6% 123.0% 44

⑦その他営業収益 211 100.0% 93.8% ▲14

⑧営業総利益（⑥+⑦） 446 101.9% 107.2% 30

⑨販管費 250 106.4% 111.6% 26

⑩営業利益（⑧-⑨） 196 96.7% 102.1% 4

（単位：百万円）

• 売上高は、ヤマト運輸や日本郵政を始めとして荷量が減少していることで、予算・前年ともに下

回っています。これは各地域拠点ならびにセンターいずれも同様の傾向です。

• 売上原価は本社以外の人件費や様々な費用が含まれ、売上高を得るために掛けた費用となってお

り、売上高と売上原価はほぼ同等になります。

• 販管費とは、本社での人件費や地代家賃など、企業の事業活動で管理業務などから発生する経費

の総称です。販管費の規模はこの数年で減少傾向が見られます。しかしながら今年度は、首都圏

再編の施策から本社の人員増で、人件費が上がっていることなどで、予算比・前年比で上回って

しまっています。

• 営業利益は2024年８月時点では196百万円とし、前年比は上回っているものの、予算に対しては

若干下回っています。

報告事項
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報告事項１．中長期経営計画をより推進できる人事賃金制度改定の検討

⚫ 2030年までに目指すIMBS 中長期計画が発信され、計画の達成に沿った段階的な人事賃金制度改定を

おこなっていきます。

⚫ 今年度については、店内物流サービスの業務拡大に伴い、新たな業務（館内搬送）と現状の業務を併せてお

こなうフェロー社員の人事制度について2025年４月からの新設を検討します。

P O I N T

<１> IMBS中長期計画

• IMBS中長期計画が８月に全従業員向けにMANABIの森にて動画が発信されました。

• その中には、2030年までに目指す姿や、重点戦略マップやイメージ、基盤戦略などの情報とともに発信されていま

す。

• この計画の営業利益達成に沿った利益配分ができるように、段階的に人事賃金制度改定の検討をおこなってい

きます。

<２> 新しい働き方に合わせた人事制度の検討

• IMBS中長期計画の中で、2027年度に目指す姿では、収益拡大が掲げられていて、その施策の一つとして店舗

内物流サービスの業務の拡大があります。

• これは、今後館内搬送や、物流サービス業務が拡大していくことにより、新たな業務をおこなっていくことなどで、従

業員の働きかたに変化が発生していくと考えています。

• その働き方に合わせた、賃金の仕組みが必要と考え、まずはフェロー社員の制度改定を労使で検討していきます。

• 具体的には、新たな業務（館内搬送）と現状の業務を併せておこなう方のための新たな※１地域別職種給を

新設することを検討しています。

※１地域別職種給は、フェロー社員の基本給構成要素の一つであり、現在はフェロー社員の地域別職種給は

1つでの運用になっています。

基本給

ベース給

地域別職種給

能力給

調整給

基本給構成要素

Ⅳ．通年協議事項
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報告事項２．キャリア形成支援制度拡充の検討

⚫ 現在、様々なキャリア形成支援制度が導入されていますが、多様化する個人のニーズやキャリア形成を支援す

ることを目的としてネクストキャリア支援制度について2025年４月からの導入を検討します。

P O I N T

<参考>ネクストキャリア支援制度について

目的：個人のキャリアに対する選択肢拡大、社外への新たなキャリアへチャレンジするサポートを行うための「従業員

の主体的なキャリア形成支援制度」。

概要：退職時の年齢とステージによって退職加算金を支給し、次のキャリアへの支援をする。

申請方法：毎年定期的に申請可能で、恒常的運用を行うグループの人事制度になります。

<３>ネクストキャリア支援制度の検討

• 現在、社員に対しグループ企業でキャリア形成支援制度の一つとして導入されているネクストキャリア支援制度の

導入に向けて労使では検討しています。

• 今後の検討事項としては、ステージ、勤続年数、年齢、キャリア支援に必要な金額などの詳細の協議をしています。

<２>課題

• 様々なキャリア形成支援制度が導入されていますが、メンバーがキャリアを自律的に考えステップアップしていく中で

は、「自分の思っていたキャリア形成が実現出来ていない」や、「社内外に限らず、違う業界や職種から新たな選択

を増やしたい」など、自己の思いの乖離からキャリアチェンジの考えを持ったという声がありました。

• 上記のことから、 個人のニーズや社外への転進も踏まえたキャリア形成ができる制度を検討します。

導入済のキャリア形成支援制度 内容

自己申告制度
働く上での業務や進路、異動希望や自己啓発、キャリアプランについての意見や意
思を確認し、中長期的な人材の育成に活用する制度

社内公募制度
新規プロジェクトや業務拡大時などの人材ニーズをもとに、職務遂行に必要な能力、
意欲のある人材を公募する求人型の制度

グループチャレンジ申告制度
希望する役割や業務内容に対して、自らを生かすことのできる経験、能力を具体的
に申告できる求職型の公募制度

グループ内継続雇用制度
ライフイベントの変化により国内の他の地域へ転居せざるを得ない場合において、そ
の地域のグループ内他企業に雇用する制度

グループ内出向者転籍制度
個々人の志向に基づき、グループ内において能力や専門性を最大限発揮できる機
会と場を提供することで一人ひとりのキャリアの実現と生産性の向上を図ることを目
的として、本人の希望によりグループ内他企業で雇用する制度

ライフイベント再雇用制度
個人の生活と仕事の両立を可能とする多様な働き方の選択肢を増やすことを目的
として、ライフイベントを事由に退職した者を再び雇用する制度

カムバック再雇用制度
個人の自律的なキャリア形成および多様な人材の活用を推進することを目的として、
円満退職した者を再び雇用する制度

<１>現在のキャリア形成支援制度

• 多様化する個人のニーズや中長期的なキャリア形成の一環として、自らの責任による社内およびグループ内での

キャリア選択の機会拡大と社外への転進を希望する者に対する支援に関する制度として導入されています。

 （具体的には雇用形態毎に導入されている制度が違いますので、労働協約の「キャリア形成支援制度規程」を

    ご参照下さい。下記は社員に導入済の制度です。）
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報告事項３．従業員のキャリアイメージについて

⚫ 過去のエンゲージメント調査の課題をもとに、ステージCtのキャリアに対する教育や、全従業員で教育していくた

めに、会社から新たな施策をおこなっています。

P O I N T

<１>従業員のキャリアに対する課題

• 過去のエンゲージメント調査において、ステージCの「仕事を通してどう成長をしていきたいか」、「今後のキャリアをイ

メージできている」などでポイントが低かったことを労使で確認しました。

• ステージCtを中心に、キャリアに対する不安感を払しょくし、キャリア展望を持ってもらえるような施策を会社からおこ

なっています。

• 全従業員向けの人事制度ガイダンスも2023年度に発信されています。

人事制度ガイダンスとは、IMBSの人事制度に関する詳細事項を従業員区分ごとに項目にまとめたものです。

<２>課題に対する対応

施策 対象 目的・内容

ステージCt
キャリアパスの新設

説明の動画は全従業員対象で
【MANABIの森にて発信】

入社４年間のステージCt期間におけるキャリアのあ
ゆみ方やスキル知識の習得を明示します

キャリア座談会 【ステージCt３、４年目に必須】 先輩社員と座談会をおこない、自身の今後のキャリ
アイメージや社内の人脈づくりの機会とする

社内留学 【ステージCt２、３年目に必須で、
他のステージCは任意】

興味のある部署の業務を体験し、自身のキャリア
形成につなげる

①IMBS ポータル
②【IMBS】申請書
＆書類原紙集

③人事関連

④マニュアル類

人事制度ガイダンスの掲載場所
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報告事項４．評価制度の適正運用

⚫ 会社⇒昨年度からの課題である『目標設定』に対し、マネージャー教育を実施しました。

⚫ 組合⇒評価面談に対してのアンケートを実施し、被評価者に向けた理解促進をおこなっていきます。

P O I N T

<１>評価制度の昨年度からの課題

• 今年度は今後の成長に繋がるよい目標設定ができることを目指し、マネージャーに評価者教育を会社から実施し

てきました。（2024年5月）

• また、組合では、評価面談で困っていることなどをメンバーから聞きたいと思っています。そこで出たお困りごとのポイ

ント（例えば準備、心構えなど）を評価者へ正しく理解してもらえるように、下期に来年度に向けての被評価者

の理解促進をおこなっていきます。

⇒今回の中間VOICE Formsアンケートにて、評価面談について具体的に困っていること（こういう時にどうすれ

ばいいのかなど）、準備や心構えで知りたいことなどを自由にご記入下さい。

<２>本年度の進捗について

• 2023年度におこなった面談・評価運用についてのアンケートによって「評価シート自体に大きな課題は確認できず、

労使では『上司と部下の対話が十分ではない』、『「一人ひとりが成長するキャリア形成」を踏まえた良い目標設定

がたてられているか』について課題と認識しました。
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報告事項５．制度改定に向けての研究項目

⚫ 今年度以降に制度改定を視野に入れて、労使で研究していく内容になります。

P O I N T

２）中長期計画も視野に入れた制度研究

• 営業利益について2027年に５億円、2030年に10億円という目標が掲げられています。

• 今後、中長期計画での営業利益目標を達成するためには、一人ひとりの高い成果発揮が重要になってきます。

• 成果の発揮を賞与に、より処遇できるような制度改定に向け研究をしていきます。

<１> 賞与制度の検討

• 現在、エルダー社員制度は同じ期待役割の中に、 60歳からの時給制のエルダー社員Ⅰ・Ⅱ、月給制のエルダー

社員Ⅲ、65歳からの時給制のエルダー社員Ⅵ・Ⅶという区分があります。

• 組合としては、同じ期待役割の中で、月給制と時給制の賃金水準差の整合性について再度検討したいと思って

います。

• また、今後の多様な働き方を踏まえ、賃金以外の制度についても研究していきます。

<２> エルダー社員の人事賃金制度について

１）より成果を実感できる賞与制度の検討

• メンバーの声でも賞与の評価反映については、より成果を反映させたメリハリがある制度にして欲しいなどの声をい

ただいています。

• 例えば、評価間ピッチの差を広げ、評価にもっとメリハリを付けることなどの仕組みを研究していきます。
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報告事項６．グループ共通検討項目

⚫ グループ共通で制度導入の検討や運用を協議をしている項目になります。

P O I N T

<１> 賞与の時間単位控除ルールの見直し

<２> ライフイベント型再雇用制度の拡充の検討

<３> 国内転勤者のへ会社が用意する住居（社宅）の上限家賃上昇の検討

<４> 出張時の宿泊費について

• 2024年春の交渉にて、シフト勤務者の遅刻早退等不就労の賃金控除ルールを日単位から分単位へ変更をお

こないました。

• 月給制の雇用形態についても賃金同様賞与についても日単位から分単位へ変更を検討します。

（2025年６月賞与からの適用を想定）

• ライフイベントの変化によって退職した方が12年以内なら再雇用が可能な制度。

• 現在の制度ではステージA、Bがこの制度を使った場合、再雇用時は社員ステージCかプロスタッフ社員となるが、

『３年以内の再雇用に限り、ステージA、Bは従前の資格での再雇用可』を検討します。

• 転勤者家賃状況、及び、相場を確認した結果、現在の設定家賃と大きな齟齬はないものの、物価上昇等の環

境変化に対応した見直しを検討します。

• 所属長承認と会社了承により、宿泊費上限を超えた宿泊が可能にも関わらず、上限に固執するあまり、宿泊施

設選定に過度な時間と労力を費やし、また、安心安全面が十分でなく、かつ、業務に支障をきたす可能性のある

施設に宿泊するケースがあります。

• 宿泊費は、歳時記や季節等で変動するものであるため、上限の見直しではなく、「上限に過度に固執しない」運

用ができるようにしていきます。

※2024年10月9日の全社通達『国内出張宿泊費運用の件』にて、上記運用のお願いが発信されています。
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報告事項７．育児・介護休業法改正に合わせた改定

⚫ 育児・介護休業法の改正（2025年4月1日施行）にあわせ、制度改定をおこなっていきます。

P O I N T

<２> 子の看護休暇（年間５日）の対象拡大

• 『会社が従業員に対して“育児と仕事の両立のための柔軟な働き方を２つ以上提示し、従業員はその中から１

つ以上を選ぶことができる制度』が必要となります。

• 提示する２つの働き方を、『フルタイムシフト固定勤務制度』と『育児勤務制度』での対応を検討しています。

<１> 選べる両立支援制度について

<３> 所定外労働の制限の対象拡大

• 現行は小学校就学までとなっていますが、対象となる子の年齢を小３修了時まで引き上げを検討。

• 現行は子の傷病時の世話や予防接種、健康診断のみとなっていますが、対象となる事由に『入卒園式・入学

式』を追加を検討。

• 現行は時間外勤務および休日勤務並びに深夜業（午後10時から午前5時まで）をさせない対象のひとつとし

て、３歳未満の子の育児をする者となっていますが、対象となる子の年齢を小学校就学までに引き上げを検討。



• 2024年度の地域別最低賃金は47都道府県で一律50円の引き上げ、全国で平均1,054円とする目安が示されまし

た。さらに、25県では目安を上回る51円～59円の引き上げを行う答申がされました。

• IMBS社内で働くメンバーが在籍する地域は以下の通りです。

地域
賃金額

（前年差）
発効年月日 地域

賃金額
（前年差）

発効年月日

東京 1,163円（+50円） 2024年10月1日 静岡 1,034円（+50円） 2024年10月1日

埼玉 1,078円（+50円） 2024年10月1日 愛知 1,077円（+50円） 2024年10月1日

千葉 1,076円（+50円） 2024年10月1日 広島 1,020円（+50円） 2024年10月1日

神奈川 1,162円（+50円） 2024年10月1日 香川 970円（+52円） 2024年10月2日

北海道 1,010円（+50円） 2024年10月1日 愛媛 956円（+59円） 2024年10月13日

宮城 973円（+50円） 2024年10月1日 福岡 992円（+51円） 2024年10月6日

新潟 985円（+54円） 2024年10月1日

<１>IMBS支部の最低賃金について

地域 賃金額 地域 賃金額

東京 1,135円 静岡 1,005円

埼玉 1,050円 愛知 1,050円

千葉 1,050円 広島 990円

神奈川 1,135円 香川 940円

北海道 980円 愛媛 920円

宮城 945円 福岡 965円

新潟 955円

• IMBS支部の最低賃金は2024年度の春の交渉にて以下の通り要求しています。

報告事項８．（期中改定項目報告）2024年地域別最低賃金の改定に
伴う対応について
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⚫ 2024年の地域別最低賃金の改定がおこなわれ、それに伴いIMBSの時給制の最低賃金も改定致します。

⚫ フェロー社員・エルダーフェローに関しては、給与計算期間に合わせて、９月11日付で改定しています。

⚫ エルダー社員の時給制については、10月１日付で改定しています。

P O I N T

<２>2024年度地域別最低賃金の改定について



• エルダー社員Ⅰ・Ⅱ・Ⅵ・Ⅶの時給はA地域～D地域としてそれぞれ時給が定められています。

• 今回の地域別最低賃金の改定により、各地域の水準が地域別最低賃金の水準を下回るため、以下の通り改定いた

します。

地域 現行水準 改定額

A地域 首都圏 1,135円 1,165円

B地域 名古屋 1,050円 1,080円

C地域 札幌・仙台・広島・福岡・静岡 1,005円 1,035円

D地域 新潟・高松・松山 960円 985円

• 改訂の時期は、各地域の発効日における最短日とエルダー社員Ⅰ・Ⅱ・Ⅵ・Ⅶの給与計算期間を考慮し、10月1日

付の改定とします。
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• 2024年度の地域別最低賃金が春の交渉で要求をしたIMBSの最低賃金を上回るため、以下の通り最低賃金を

改定いたします。なお、発効日は地域別最低賃金の発効日に対応するため9月11日付とします。

地域 賃金額 地域 賃金額

東京 1,165円 静岡 1,035円

埼玉 1,080円 愛知 1,080円

千葉 1,080円 広島 1,020円

神奈川 1,165円 香川 970円

北海道 1,010円 愛媛 960円

宮城 975円 福岡 995円

新潟 985円

• 各地域拠点に在籍するフェロー社員とエルダーフェローの中で、9月11日現在、上記最低賃金を下回る場合はこの

水準まで時給を引き上げます。

<３>2024年度地域別最低賃金改定に伴う対応について

<4>2024年度地域別最低賃金改定に伴うエルダー社員Ⅰ・Ⅱ・Ⅵ・Ⅶの時給対応について



• 有給休暇の取得については、2023年度①法律で定められた年間5日間以上の有給休暇取得、②年間取得目標

である55％取得を全従業員が達成できるように確認を行いました。

• ただし、有給休暇の年間表の55％の取得については、未達成は大幅に減ったものの、全員の55％取得を目指します。

部門 本年平均 所属計画比

総務・経営企画部 総務担当 6:26 90.5%

総務・経営企画部 政策担当 7:57 82.3%

店舗業務部 首都圏担当 2:27 87.9%

店舗業務部 地域店担当 3:02 81.5%

センター業務部 第一業務担当 3:39 79.3%

センター業務部 第二業務担当 3:34 109.2%

センター業務部 第三業務担当 6:49 118.9%
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報告事項９．働く環境の整備について

⚫ 今年度も労使で毎月実態の確認をおこないながら働く環境の整備をおこなっています。

⚫ 働く環境の整備に向けて 「労使対談動画」（適正な時間管理・ハラスメント）をメンバー向けに配信を開始し

ました。

P O I N T

<１>総実労働時間について

• 総実労働時間を短縮する目的は、ライフワークバランスの実現、生産性の向上、コンプライアンス、採用競争力の向上

など公私様々な点で重要であるからと考えています。

• IMBSの総実労働時間は2023年度は、1,745時間で基準となる1,800時間を下回っていて、月間のの時間外も平

均３時間50分と低い水準で推移しています。これをメンバーが維持向上できるように労使で確認をおこなっています。

年間総実労働時間

年間所定労働時間

＝ ー 有給取得分 ＋ 時間外勤務分

<年間総実労働時間とは>

1日あたりの
所定労働時間

休日数

<2023年度有給休暇取得状況まとめ>

達成率

① 年間５日以上の有給休暇取得 100％

② 年間目標である55%取得 93％（未達者22名）⇒ 99％（未達成者３名）

有給取得率

全体 86.4%

ステージA 80.3% プロスタッフ社員 89.3%

ステージB 72.7% エルダー社員 97.3%

ステージC 84.5%
フェロー社員・
エルダーフェロー

103.0%

１）有給休暇の取得について

２）時間外勤務状況について

<所属別1人あたりの時間外勤務実績（ 2024年 4月～９月）>
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<２>働く環境の整備に向けて 「労使対談動画」（適正な時間管理・ハラスメント）

• 働く環境の整備に向けての考え方を、社長の藤森さんとIMBS支部委員長の国岡さんが対談した動画で、９月に組

合HP、会社グループウェア上で公開しました。

• 動画の中では、7月に藤森さんが全メンバーに向けてお話された『ハラスメントゼロ』や『時間管理』について労使共同宣

言の内容について対談をおこなっています。

• 具体的な具体的な取り組みとして、「さん付け運動」や「正しい勤怠管理の徹底（打刻をする）」などをおこなう意味

などをお話しています。

• 労使での対談を通じて、会社が考えていること、今後も労使で協力していることを継続してメンバーに発信していきます。

• 動画ページアドレス ⇒ https://members.imgu.or.jp/ha001/30853

• QRコード ⇒

https://members.imgu.or.jp/ha001/30853
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<３>風土改革（IMBSの１on１の取組）

• １on１ミーティングは、メンバー（被面談者）の成長を目的に行われるものであり、「人財育成」を目的とした面談と

なっています。

• 会社では、４月に被面談者向けに2023年度の実施状況のヒアリングをおこないました。

①1on1ミーティングの実施状況の把握

②実施したことで感じる効果や気づきの把握

• ヒアリングから対話の質に課題が残っていることが分かり、１on１を雑談で終わらせない為には、話すテーマとミーティン

グのゴールを事前に決めておくことが重要としています。

• テーマ設定についても会社より発信がされていて、年間スケジュールごとの推奨テーマや関係構築～キャリア育成までの

テーマなどを提示し、１on１の満足度を上げる取組がなされています。
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